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第５学年   国語科学習指導案 

１ 単元 学習したことを生かして「大造じいさんとガン」 （椋 鳩十 作）     

２ 学習指導の考え方 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このような子どもたちだから 

 本学年の子どもたちは，「新しい友達」で「人物設定を読む」読みアイテムを活用して，主人公のまりちゃんに対す

る見方・感じ方の変容を読み取った。また「わらぐつの中の神様」では,「人物の見方を相互に比べて読む,一行空きを

読む」読みアイテムを使って，相手の立場に立ち,思いやりの心をもって生きることの大切さを読み取り，文章構成に

作者の意図がこめられていることにも気付いてきている。しかし，情景などの表現の仕方に立ち止まりながら登場人物

の内面にある深い心情まで読むことができる子どもはまだ少ない。 

このような目標を設定して学習指導を展開します 

○ 大造じいさんの残雪に対する見方や考え方の変容をとらえ，えものであるはずの残雪と堂々と戦おうとし，その行

く末を心配する狩人としての生き方を読み取ることができる。 

○ 「場面と場面を比べて読む」読みアイテムを活用しながら，「前書きの意図を読む，情景描写を読む，呼称の変化

を読む」読みアイテムを習得することができる。                               

                                        

 

 

 

このような教材で 

 本教材「大造じいさんとガン」は，前書きと，４つ

の場面から構成されている。前書きでは，「書いてみ

ました」「この物語をお読みください」など，この作

品を通して読者に伝えたい思いがあることを前面に

出している。さらに４つの場面が１年ごとの区切り

となっており，起承転結がはっきりとしているため，

大造じいさんの残雪に対する見方の変化を読み取り

やすくなっている。情景描写や呼称の変化，会話文

などから読み取ったことを友達の考えと比較しなが

ら話し合うことで，自分の考えを確かにすることが

でき，読み確かめてきた大造じいさんの残雪への思

いや，狩人としての生き方から，主題に迫ることが

できる教材である。 
こうした特質をふまえて，本教材で習得・活用す

る読みアイテムを次のように考えた。 
（活）文末表現を読む 
「来いよ。」「戦おうじゃないか。」の文末にこ

められた，大造じいさんの残雪への思いを読む。 
（活）場面と場面をつないで読む 

 「思わず感嘆の声を」「ううんとうなって」をつ

ないで，くやしさが，追い詰められた思いへと変

わっていることを読む。 
（習）前書きの意図を読む 
  前書きの意味と役割から，作者と同じ立場で読

んでほしいという強い思いを読む。 
（習）文章構成の工夫を読む 

  一年一場面の構成と一年ごとに一つの作戦が描

かれている起承転結の文章構成の工夫を読む。 

（習）情景を読む 
  「東の空が真っ赤に燃えて」から，大造じいさ

んの，残雪との戦いへの気持ちの高まりを読む。 
（習）呼称の変化を読む 
「あの残雪」「ガンの英雄よ」「えらぶつ」「お

れたち」から，大造じいさんの残雪に対する見方

の変化を読む。 

このような指導・支援を行いながら 

○ つかむ段階 

・ 題名の「と」の働き，大造じいさんの人柄につ

いて読み取らせた後で，前書きを置いた作者の思

い入れについて考えさせ，題名と前書きをつない

で読みのめあてをつくらせる。 

・ 4つの場面構成を押さえた後，大造じいさんと残

雪の関係に着目して全文を読ませ，あらすじをと

らえられるようにする。 

・ 書きまとめさせた読みのめあての答えを小グル

ープで交流させることで，自分の考えの根拠をは

っきりとさせる。 

○ 深める段階 

・ 学習計画をもとに中心文とそれにつながる叙述

をはっきりとさせ，書き込みの視点を生み出す。 

・ 練り合いの初めに，小グループによる交流の場

を設定し，考えを付加修正することによって，根

拠をはっきりとさせて話し合いにのぞむことがで

きるようにする。また，終末でも交流の場を設定

し，どの叙述をどう読んだのか，その結果何がわ

かったのかを明確にできるようにする。 

・ 子どもが読み取ったことをカルテに整理し，考

えの道筋を把握し，グループでの交流活動に生か

す。 

○ まとめる段階 

・ 読み確かめたことをもとに題名や前書きに戻っ

て読み直すことで，作品の主題を捉えることがで

きるようにする。 

・ 単元名に戻り，この学習でどんな読み方をして

何がわかったのかを確認する。 
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３ 学習指導計画と評価規準（全 13時間） 
 

評
価
規
準 

ア 国語への 

関心・意欲・態度 

イ 読む能力 

・ 文章の内容を的確

に把握しながら読

み，自分の考えを表

現しようとしてい

る。 

 

・ 文章構成や呼称の変化などを

手がかりとして，大造じいさん

の心情や残雪に対する見方・考

え方の変容を読み取っている。 

・ 大造じいさんの生き方をとら

え，作者の伝えたいことを読み

取っている。   

過
程 

配
時 

主な学習活動 
（◎は見通す活動と見直す活動） 

単位時間ごとの具体的な評価規準 
数 字 は 見 通 す 活 動 ・ 見 直 す 活 動 で の 評 価 規 準  （   ） は 評 価 方 法  

つ
か
む 

１ 

／ 

13 

１ 単元名「学習したことを生かして」について，

話し合う。 

 

◎ 今までの物語文の学習でどんな読み方を身

に付け，何を読み取ってきたのかについて話し

合う。 

 

２ 題名の「大造じいさんとガン」について話し

合う。 

３ 単元名と題名から読み取ったことをつない

ではじめの疑問を持つ。 

 

 

◎ 前書きから，大造じいさんについてわかるこ

とを読み取り，自分の読みを書く。 

① 今までの学習で

使った読み方や「千

年の釘に挑む」「わ

らぐつの中の神様」

で読み取ったこと

を積極的に発言し

ている。 

  （発言内容） 

 

 

 

 

 

 

 

（活）助詞を読む 

 「と」を「の」と比べて，何らか

の関係があることを読み取ってい

る。       （プリント） 

① 「生き方」「関係」をキーワー

ドとしてとらえ，自分の疑問を持

っている。 

              （プリント） 

 

 

 

２ 

／ 

13 

１ 前書きから大造じいさんの人物像を読み取

る。 

◎ 自分の書き込みをもとに，根拠となる叙述と

前書きから読み取った大造じいさんの人柄，こ

の作品への思い入れについて話し合う。 

２ 前書きのはたらきを知り，作者のこの作品へ

の強い思いを読み取る。 

（１） 作者のこの作品への思い入れについて話

し合う。 

（２） 前書きから疑問を持つ。 

 

 

３ 題名と前書きをつないで読みのめあてをつ

くる。 

 

 

 

◎ 明らかになった読み，読みのめあてをつくる

ことができた根拠の叙述を話し合う。 

 ② 物語が始まる前にわざわざ文

章をつけているわけを考え，作者

の伝えたい思いがあることに気

付いている。 

                （発言内容分析） 

 

（既）人物像を読む 

  前書きから大造じいさんの人物像

を読む。 

（習）前書きの意図を読む 

  前書きの意味と役割を読む。 

 

 

 

 

③ 「関係」「心に残った」をキー

ワードとして読みのめあてをつ

くっている。 

                （プリント） 

（
４
組
本
時
） 

大造じいさんとガンはどんな関係だろう。 

作者は大造じいさんのガン狩りの話のど

んなところが印象に残ったのだろう。 

読みのめあて 
大造じいさんとガンのどんな関係が作者の

心に残ったのだろう。 
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３ 

／ 

13 

１ 全文を読み，あらすじをつかむ。 

◎ 場面構成をとらえる 

 

２ 大造じいさんと残雪の関係がわかる叙述を

場面ごとにおさえる。 

 

◎ 取り出した叙述をもとに自分なりにあらす

じを話し，書きまとめる。 

 （習）文章構成の工夫を読む 

  一年一場面の構成と一年ごと

に一つの作戦が描かれている文

章構成を読む。 

④ それぞれの作戦の結果とその

原因，大造じいさんの様子をつな

いで書いている。（プリント） 

４ 

／ 

13 

１ 作者の心に残った大造じいさんとガンの関

係がどの場面に書かれているか考え，読みのめ

あての答えとその根拠を書きまとめる。 

 ⑤ 文章構成の意図をとらえ，主題

につながる物語の山場をとらえ

ている。     （プリント） 

⑥ 叙述から読み取ったことをつ

ないで自分の考える大造じいさ

んと残雪の関係を書きまとめて

いる。       （プリント） 

５ 

／ 

13 

１ 読みのめあての答えを話し合う。 

◎ グループで，自分の考えとその根拠を話し合

う。 

２ それぞれの考えとその根拠を発表し合い，共

通点や相違点をはっきりさせる。 

３ 話し合いの結果，はっきりしないことやわか

らないことをもとに読み確かめていく計画を

立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 自分の考えを付加修正し，読み確かめていく

ことを確認する。 

② 自分から友達の

考えの内容や根拠

を尋ね，進んで分類

整理しようとして

いる。 

（発言内容）  

 

 

 

 

 

③ 自分の考えの広

がりや深まりを進

んで付け加え，読み

確かめていくこと

をはっきりさせよ

うとしている。  

（プリント） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦ 自分の考えを具体的に付加修

正し，何を読み確かめていくかに

ついて書きまとめている。 
      （プリント） 

深
め
る 

６ 

・ 

７ 

／ 

13 

１ 学習計画をもとに，第１・２場面を読み確か

める。 

 

◎ 書き込んだことをもとにどの叙述をどう読

んだかグループで交流する。 

 

２ 最初は感嘆の声をもらしていた大造じいさ

んが，2 度目の失敗でうなってしまったわけを

叙述をつないで話し合い，万策尽きた大造じいさ

んの苦悩を読み取る。 

 

◎ 話し合ったことをもとに自分の考えを付加

修正する。 

④ 自分の考えやそ

の根拠を話したり，

友達の考えの内容

や根拠を尋ねたりし

ている。 

（発言内容･プリント） 

⑧ 「感嘆」と「うなる」の意味を

比べ，大造じいさんの気持ちの変

化を読み取り，書きまとめてい

る。       （プリント） 

（習）文章構成の工夫を読む 

  同じように書かれた２つの場

面の中で意図的に変えて書かれ

た大造じいさんの姿から心情の

違いを読む。 

⑨ それぞれの場面の最後の大造

じいさんの姿から読み取ったこ

とをつないで，大造じいさんの追

いつめられた気持ちについて書

きまとめている。 

【読みのめあての答えの方向】 
作者は，大造じいさんと残雪の狩人と獲

物の関係を超えた対等に戦う相手同士と

いう関係が心に残ったのだと思う。 
 

【読み確かめの視点】 

 大造じいさんは残雪のことをどう思っ

ているのだろう。 
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８ 

／ 

13 

１ 学習計画をもとに，第３場面を読み確かめ

る。 

 

◎ 大造じいさんの残雪に対する見方の変化が

分かる叙述と読みアイテムを話し合う。 

 

２ 話し合ったことをもとに，「ただの鳥に対して

いるような気が」しない大造じいさんが残雪の

ことをどう思っているかについて書き込む。 

 

◎ 書き込んだことをもとに自分の考えとその根

拠を書きまとめる。 

 ⑩ 「今年は一つこれを使ってみる

か」という大造じいさんの姿から

ふと思いついた作戦であること

に気付いている。（プリント） 

（習）情景を読む 

 「東の空が真っ赤に燃えて」から

残雪との戦いへの気持ちの高ま

りを読む。 

⑪ 自分と残雪とを比べて心を強 

く打たれた大造じいさんの気持

ちについて自分なりの表現で書

きまとめている。 （プリント） 

９ 

／ 

13 

１ 第３場面と第１・２場面の残雪に対する思い

をつないで，大造じいさんの変容を読み確かめ

る。 

◎ グループで自分の考えとその根拠を話し合

う。 

２ 大造じいさんが何に強く心を打たれたのか

について話し合う。 

３ 残雪の姿と自分を比べ，卑怯だと感じながら

も残雪を撃とうとした自分を恥ずかく思う気

持ちを読み取る。 

◎ 話し合ったことをもとに自分の考えを付加

修正する。 

  

 

 

 

 

 

 

⑫ 残雪の頭領としての生き方を貫

く態度に感動し，自分を恥ずかし

く思う大造じいさんの気持ちに

ついて書きまとめている。                   

（プリント） 

10 

／ 

13 

１ 学習計画をもとに，第４場面を読み確かめ

る。 

◎ 大造じいさんの残雪に対する見方の変化が

分かる叙述と読みアイテムを話し合う。 

２ 前の場面とつないで，大造じいさんの残雪に

対する見方の変化が分かる叙述に，自分の考え

を書き込む。 

・「ガンの英雄」「えらぶつ」「おれたち」「晴

れ晴れ」「見守っていました」 

◎ 書き込んだことをもとに自分の考えとその根

拠を書きまとめる。 

 ⑬ 前の場面とつないで，残雪の頭

領としての姿に感動した大造じ

いさんの尊敬の気持ちを読み取

っている。    （プリント） 

（活）似た言葉を比べて読む 

 「見守っていました。」「見てい

ました。」を比べて，残雪の無事

を祈る大造じいさんの気持ちを

読む。 

⑭ 読み取ったことをつないで，今

度こそ堂々と戦いたいという大

造じいさんの気持ちについて書

きまとめている。  （プリント） 
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11 

／ 

13 

 

 

１ 前の場面までで読み確かめたことと，第４場

面をつないで，残雪に対する大造じいさんの見

方の変容を読み確かめる。 

◎ グループで自分の考えとその根拠を話し合

う。 

 

２ 「おれたち」の叙述から，大造じいさんが残

雪を対等に戦う仲間として見ていることを読

み取る。 

◎ 話し合ったことをもとに自分の考えを付加

修正する。 

 

 

 
 
 
 
（習）呼称の変化を読む 

 「ガンの英雄」「えらぶつ」「おれ

たち」から，素晴らしい知恵や勇

気を持ったガンだと尊敬し，対等

に戦う仲間と思っていることを

読む。 
⑮ 読み取ったことをつないで，大

造じいさんの狩人としての考え

方について書きまとめている。  
          （プリント） 

ま
と
め
る 

12 

／ 

13 

１ 読み取ったことをもとに読みのめあての答

えを話し合う。 

◎ 題名が「大造じいさんと残雪」ではなく，「大

造じいさんとガン」であるわけを話し合う。 

２ この作品を通して，作者が伝えたいことにつ

いて話し合う。 

◎ 話し合ったことをもとに自分の考えを書き 

まとめる。 

  
 
 
⑯ 読み取ったことを手がかりと

して，作者が伝えたかった大造じ

いさんの狩人としての生き方に

ついて書きまとめている。 
         （プリント） 

13 

／ 

13 

１ 学習を振り返り，ことばや文章の読み方をま

とめる。 

◎ 学習でどんな読み方を使ったかについてグ

ループで話し合う。 

２ グループでの話し合いをもとに全体で読み方

について確認する。 

◎ 自分の読み方について振り返る。 

 

 

 

 

 

⑤ 自分が使った読

み方について具体

的に振り返ってい

る。（プリント） 

 

 

 

 

（習）文章構成の工夫を読む 

 前書きには，物語の土台があり，

物語の主題につながる読みの視

点が含まれていることを確認す

る。 

 
 

（
２
組
本
時
） 
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４ 本時 （１１／１３  深める段階） 公開授業① ５年 組教室にて       指導者  

５ 本時の目標 

○ 残雪を，対等の関係で戦う仲間として大切に思い，無事を祈りながら飛び去っていく姿を見守っている大造じいさんの

見方の変容から，狩人であるかぎり，生き物と対等の立場に立って堂々と戦い続けようとする大造じいさんの生き方を読

み取ることができる。 

○ 「似た言葉と比べて読む・言葉をはずして読む・場面と場面をつないで読む」読みアイテムを活用しながら，「呼称の変

化を読む」読みアイテムを習得することができる。 

６ 本時の授業仮説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 準備 
 ○ 教 師…前時までの学習の足跡を記した掲示物，一人ひとりの考えを把握したカルテ 

 ○ 子ども…読み取りプリント 

８ 板書計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こんな子どもたちに 

前時までに子どもたちは，大造

じいさんは残雪のことを，自分の

命が危ない時でも仲間を守り，頭

領として堂々としている勇気のあ

るすばらしい鳥だと思うようにな

ってきていることを読み確かめて

いる。４の場面では，「ガンの英雄」

「えらぶつ」「堂々と戦おう」「見

守っていました」などの叙述から，

残雪を尊敬している，残雪の無事

を祈っているなどのことを捉えて

いる子どもが多い。しかし，「英雄」

「おれたち」に込められた大造じ

いさんの思いまで読み取ることが

できている子どもは少ない。 

【見通す活動】 

 小集団での交流の場を設定し，

以下の手だてをとる。 

・ 読みの違い，根拠の違いによ

る意図的なグループ構成をす

る。 

・ グループでの交流を活性化さ

せるために，座席カルテを活用

して助言する。 

・ 自分が読んでいない叙述を意

識させるために，教科書の言葉

に青線を引かせる。 

【見直す活動】 

・ 子どもの読みを構造的に板書

し，どの言葉から何を読み取っ

たのか，視覚的にとらえられる

ようにする。 

・ 座席カルテを活用し，板書を

指し示しながら助言をする。 

 

【見通す活動】 

・ 友達が読みの根拠にした叙 

述や使った読みアイテムがわか

り，どこでどんな読みアイテム

を使えば大造じいさんの残雪へ

の思いの変化がわかるかをつか

むことができる。 

 

 

 

【見直す活動】 

・ 気付いていなかった根拠の叙

述や読みアイテム，深まった読

みを付加修正し，どの言葉から

何を読み取ったのかを明らかに

することができる。 

・ 大造じいさんが，残雪を対等

の関係で戦う仲間としてとら

え，行く末を見守っていること

を書きまとめることができる。 

こんな手だてをとれば こうなるだろう 

 

大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン 

 
 

椋 

鳩
十 

      

一 

い
ま
い
ま
し
く
思
っ
て 

た
か
が
鳥 

思
わ
ず
感
嘆
の
声 

 

二 

「
う
う
ん
」
と
う
な
っ
て 

三 

あ
の
残
雪
め 

三 

い
か
に
も
頭
領
ら
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
だ
の
鳥 

ガ
ン
の
英
雄
よ 

 

お
ま
え
み
た
い
な 

え
ら
ぶ
つ 

  
 

仲
間
の
よ
う 

対
等
の
関
係
で 

 

お
れ
た
ち
は
、
ま
た
堂
々
と
戦
お
う
じ
ゃ
あ
な
い
か 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心
を
決
め
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
分
自
身
に
も
言
っ
て
い
る
。 

大
き
な
声
で 

ガ
ン
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 
 
 

 

本
当
の
狩
人
と
し
て
の
生
き
方
に
な
っ
た 

 
 
 

悔
い
が
な
い
、
迷
い
が
な
い 

晴
れ
晴
れ
と
し
た
顔
つ
き
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心
配 

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も 

 

無
事
を
祈
っ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

め
あ
て 

 

飛
び
去
っ
て
い
く
残
雪
を
、
晴
れ
晴
れ
と
し

た
顔
つ
き
で
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
見
守

る
大
造
じ
い
さ
ん
の
残
雪
へ
の
見
方
の
変
化

を
読
み
取
ろ
う 

(活) 似た言葉と比べて読む 

(活) 場面と場面をつないで

読む 

(活) 似た言葉と比べて読む 

(活) 場面と場面をつないで
読む 

(習) 呼称の変化を読む 
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９ 本時の展開 
学習活動と内容 指導・支援（☆は習得，★は活用） 

１ 本時の学習のめあてを確かめる。 

 （１）本時のめあてをつかむ。 

 

 

  

（２）見通す活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 書き込みをもとに話し合う。 

（１） 大造じいさんの残雪に対する見方の変化について話

し合う。 

○ 残雪を，尊敬できるライバルと思っていること 
○ 見えなくなるまで残雪の無事を願っていたこと 

 

（２） 残雪の呼び方が変わっていることから，大造じいさ

んの見方の変化について話し合う。 

○ 獲物と狩人としてではなく，対等に戦う仲間として

見ていること 
○ 残雪の素晴らしさを認め，堂々と戦おうとガンと自

分に言うことで，気持ちがすっきりして「晴れ晴れと

した顔つき」になったこと 
 

 

３ 本時学習を振り返り，まとめをする。 

 （１）見直す活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）見直す活動で話し合ったことをもとに，「今日の学習

で」を書く。 

○ 学習計画の掲示物をもとに，本時どの言葉に立ち止まって，

何をはっきりさせるのかを明確にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 子どもの読みを把握したカルテをもとに，意図的な指名を取

り入れながら，読みのよさを生かした話し合いを展開する。 

 

 

 

 

○ この場面には残雪の呼び方が何種類かあることを確認し，

「おれたち」をはずして読んだり，「おれとおまえ」と比べて読ん

だりして，作者がその言葉を選んだ理由を考えさせることで，

残雪を対等に戦う仲間として見ている大造じいさんの見方の変

化をとらえることができるようにする。 

 

 

 

 

○  「ガンに呼びかけました」から，言葉のわからないガンにな

ぜ呼びかけるのか問い，大造じいさんが自分自身にも言い聞

かせることで，狩人としての誇りを取り戻していることをとらえさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 代表の子どもに，本時に読み確かめたことを板書を使って発

表させることで，どの子どもも自分の考えを書きまとめることが

できるようにする。 

○ 机間指導をしながら，板書をもとに考えをたどって書くことが

できるよう助言する。 

めあて 

 飛び去っていく残雪を，晴れ晴れとした顔つきで見守る大造じいさんの残雪への見方の変化を読み取ろう。 

【見通す活動】 

 グループで，どの言葉に立ち止ってどんな読み方を

したのか，叙述とアイテムの確認をする。 

 

【見直す活動】 

話し合いを通して確かになった大造じいさんの残雪

への見方をグループで話し合う。 

 

○ 大造じいさんの残雪への思いの変化について，ど

の言葉から何を読み取ったのか発表させる。 

○ 自分が読んでいない叙述を意識させるために，教

科書の言葉に青線を引かせる。 

○ グループでの交流を活性化させるために，座席カ

ルテを活用して助言する。 

・ 子どもの読みを構造的に板書し，どの言葉から何

を読み取ったのか，考えの道筋を視覚的に捉えられ

るようにする。 

・ 座席カルテを活用し，板書を指し示しながら助言

をする。 

 

・ 前の場面の「強く心を打たれて」と

「ガンの英雄」をつないで読みました。 

・ 「見守っていました」と「見ていま

した」を比べて読みました。 

大造じいさんは，残雪のことを獲物と

してではなく，対等に戦う仲間として見

ていることがわかりました。もう一度

正々堂々と戦うために，残雪の無事を祈

りながら，見守っていました。 

☆ 呼称の変化を読む 
「ガンの英雄」「えらぶつ」「おれたち」から，素晴

らしい知恵や勇気を持ったガンだと尊敬し，対等に戦

う仲間と思っていることを読み取らせる。 

★ 似た言葉と比べて読む 
「英雄」と「頭領」を比べ，人間でもできないよう

なことをして仲間を守った残雪への尊敬の思いを読

み取らせる。 

★ 似た言葉と比べて読む 

★ 場面と場面をつないで読む 

☆ 呼称の変化を読む 
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４ 本時 （２／１３  つかむ段階） 公開授業① ５年 組教室にて       指導者  

５ 本時の目標 

○  仲間の狩人たちに慕われている大造じいさんの人柄と作者のこの作品への強い思いを読み取り，自分の読みのめあて

をつくることができる。 

○  「助詞を読む」読みアイテムを活用しながら，「前書きの意図を読む」読みアイテムを習得することができる。               

６ 本時の授業仮説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 準備 
 ○ 教 師…一人一人の考えを把握したカルテ 

 ○ 子ども…読み取りプリント 

８ 板書計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こんな子どもたちに 

前時までに子どもたちは，まず，

単元名から今までの物語文でどん

な読み方を身に付け，何を読み取

ってきたのかを話し合っている。    
そして，題名と前書きから読み

取ったことや疑問を書き込んでい

る。 
○ 題名の助詞を読み，「と」を 

「の」と比べて大造じいさんと

ガンがどのような関係なのか疑

問を持っている。 

○  前書きから，大造じいさんが

どんな人か考えを書きこんで

いる。 

その中で，助詞を読み，大造じ

いさんの人柄を根拠となる叙述を

探せている子どもは多いが，前書

きの意味や役割について自分の読

みを書き込むことができている子

どもは少ない。 

【見通す活動】 

・ 子どもたちの書き込みの状況

を把握し，根拠となる叙述に気

付くよう助言する。 

・ 話し合いの展開を確認し，ま

ず，同じ叙述からの読み，次に，

違う叙述からの読みの順に話し

合うようにする。 

・ 自分が読んでいない叙述を意

識させるために，プリントの言

葉に青線を引かせる。 

【見直す活動】 

・ 子どもたちの読みを構造的に

板書し，どこをどのように読ん

だのかを視覚的にとらえられる

ようにする。 
・ 見通す活動と同じグループで

の交流の場を設定し，個人カル

テや板書を活用して助言を行

う。 
 

 

 

【見通す活動】 

 自分の考えの根拠となる叙述が

増え，根拠に対する読みが確かに

なり，全体での話し合いに生かす

ことができる。 

 

 

 

【見直す活動】 

板書や交流したことをもとに自

分の読みを付加修正し，筆者の自

分が味わった感動を読み手に同じ

ように味わってほしいという強い

思い，前書きの意図を読み取るこ

とができる。 

・ 前書きの意味や役割 

・ 書き手が登場している意図 

・ たくさんの話からガン狩り

の話を選んでいるわけ 

 

 

 

こんな手だてをとれば こうなるだろう 

 
 

 

学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し
て 

 
 

大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン 

 

椋 

鳩
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前
書
き み

な
…
大
造
じ
い
さ
ん
の
家
に
集
ま
り
ま
し
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。 

七
十
二
さ
い 

こ
し
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と
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て
い
な
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元
気
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老
か
り
ゅ
う
ど 

血
管
の
ふ
く
れ
た
が
ん
じ
ょ
う
な
手 

そ
れ
か
ら
そ
れ
と
愉
快
な
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
か
ら
三
十
五
、
六
年
も
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ガ
ン
が
り
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
一
番
心
に
の
勝
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
感
動
し
た 

そ
の
折
の
話
を
土
台
と
し
て 

こ
の
物
語
を
書
い
て
み
ま
し
た
。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
み
ん
な
に
伝
え
た
い 

さ
あ
、
…
山
家
の
ろ
ば
た
を
想
像
し
な
が
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
物
語
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
自
分
と
同
じ
よ
う
に
感
動
し
て
ほ
し
い
。 

  

  
 

め
あ
て 

題
名
と
前
書
き
か
ら
読
み
の
め
あ
て
を
つ
く
ろ
う
。 

題
名
か
ら
も
っ
た
疑
問 

 

大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
は
ど
ん
な
関
係
な
の
だ
ろ

 

前
書
き
か
ら
も
っ
た
疑
問 

 

作
者
は
ガ
ン
狩
り
の
話
の
何
が
心
に
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

・
み
ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
。 

・
狩
人
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
。 

・
ず
っ
と
か
り
を
し
て
き
た
。 

 

読
み
の
め
あ
て 

大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
の
ど
ん
な
関
係
が
作
者
の

心
に
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

(活) 助詞を読む 

 (活) 助詞を読む 

(習) 前書きの意図を読む 
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９ 本時の展開 
 学習活動と内容 指導・支援（☆は習得，★は活用） 

１ 本時の学習のめあてを確かめる。 

 (１) めあてを確かめる。 

 

 

(２) 見通す活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２ 書き込みをもとに話し合う。 

（１） 大造じいさんの人物像について話し合う。 

○ 大造じいさんが，皆に信頼されている，狩人のリー

ダー的存在だということ 
○ 経験豊かな狩人であるということ 

（２） 作者のこの作品への思い入れについて話し合う。 

  ○ ガン狩りの話は 35，6年前の話なのに，たくさんの

話の中でも特に心に残った話であること 

  ○ 作者と同じ立場で読んでほしいという強い思いがあ

るということ 

 

（３） 前書きから疑問をもつ。 

○ 作者は大造じいさんのガン狩りの話の何が心に残っ

たのだろう。 

３ 本時学習をふりかえり，まとめる。 

（１） 題名と前書きをつないで読みのめあてをつくる。 

 

 

（２） 見直す活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 見通す活動で話し合ったことをもとに，「今日の学

習で」を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 一人一人の読みを把握したカルテをもとに，意図的な指

名も取り入れながら，読みのよさを生かした話し合いを展

開する。 

 

 

○ 作者がなぜ今から 35，6 年も前の話を土台としたかを問

いかけ，大造じいさんの狩人としての生き方につながるの

ではないかということに気付かせる。 

 

 

 

 

 

○ 作者が物語の前に付け加えた文（前書き）があるのはな

ぜかを問い返し，作者の伝えたいことに対する疑問をもた

せる。 

 

 

 

 

○ 題名から「と」が関係を表す働きをしていたことを再確

認し，前書きから読みとったこと，疑問をつなぐことで，

読みのめあてをつくることができるようにする。 

めあて 

題名と前書きをつないで読みのめあてをつくろう。 

【見直す活動】 

・  話し合いで分かったことをグループで話す。 

・ 明らかになったことを自分の考えに付加修正する。 

 

 

 

 

 

○ 子どもたちの書き込みの状況を把握し，根拠とな

る叙述に気付くよう助言する。 

○ 話し合いの展開を確認し，まず，同じ叙述からの 

読み，次に，違う叙述からの読みの順に話し合うよ

うにする。 

○ 自分が読んでいない叙述を意識させるために，プ 

リントの言葉に青線を引かせる。 

 

【見通す活動】 

グループで自分の書き込みをもとに，読みと根拠の

叙述を話し合う。 

 ・血管のふくれたがんじょうな手と書

いてあるから，大造じいさんは力強く

ベテランのかりゅうどだと思います。 

・ガンがりの話もというところから，

たくさんの話の中からこの話を作者は

伝えたかったのだと思います。 

・私は，前書きで読み方を指定している

ことから，ガン狩りの話を聞いて，作者

は自分と同じ感動を味わってほしいと

願っていることが分かりました。 

大造じいさんとガンのどんな関係が作者の心に残っ

たのだろう。 

★ 助詞を読む。 
 「ガンがりの話もありました。」の「も」に着目

し，沢山の話の中から作者がガン狩りの話を選ん

でいるのは，ガンがりの話に対する強い思いがあ

るからだということに気付かせる。 

○ 子どもたちの読みを構造的に板書し，どこをどの

ように読んだのかを視覚的にとらえられるように

する。 
○ 見通す活動と同じグループでの交流の場を設定

し，個人カルテや板書を活用して助言を行う。 
 

★ 助詞を読む 

☆ 前書きの意図を読む 

☆ 前書きの意図を読む 

前書きから，書き手が登場している意味や書

き手がたくさんの話の中からガン狩りの話を選

んでいるわけを考えさせる。 


